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【昨日の市況概要】 公示仲値 112.50

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY USD/CHF GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 112.55 1.1874 133.61 0.9714 1.3490 0.8016
SYD-NY High 112.72 1.1954 134.37 0.9748 1.3586 0.8037
SYD-NY Low 112.14 1.1866 133.52 0.9687 1.3471 0.7917
NY 5:00 PM 112.49 1.1942 134.33 0.9708 1.3583 0.7933

USD/JPY Volatility 1M ATM (NY Close Lvl) 9.295/9.685 Δ25RR 0.648 Yen Call Over

NY DOW 22,359.23 ▲ 53.36 債券市場 日本2年債 -0.1250 ▲0.5bp        
NASDAQ 6,422.69 ▲ 33.35 日本10年債 0.0400 1.1bp           

S&P 2,500.60 ▲ 7.64 米国2年債 1.4385 0.0bp           
日経平均 20,347.48 37.02 米国5年債 1.8862 1.2bp           

TOPIX 1,668.74 0.82 米国10年債 2.2765 0.9bp           
ｼｶｺﾞ日経先物 20,295.00 ▲20.00 独10年債 0.4550 1.2bp           

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,263.90 ▲8.05 英10年債 1.3670 2.5bp           
DAX 12,600.03 30.86 豪10年債 2.8290 -               【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

ﾊﾝｾﾝ指数 28,110.33 ▲ 17.47 為替市況 USD/CNH 6.5686 ▲ 0.0177 　
上海総合 3,357.81 ▲ 8.18 ドルインデックス 92.18 ▲0.33

USDJPY 3M Vol 9.82 0.10% 商品市況 CRB指数 183.396 ▲1.24
USDJPY 6M Vol 9.76 0.13% NY金 1,294.80 ▲21.60
EURJPY 3M Vol 9.66 ▲0.01% WTI 50.55 ▲0.14
EURJPY 6M Vol 9.86 ▲0.01% Dubai Spot 54.66 0.49

　
【予想レンジ】

通貨ペア
想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：伊藤・鶴田

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されて
いますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定は、お客様ご自
身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。
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【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想

9月21日 - 日 日銀金融政策決定会合　当座預金政策金利 - -0.1% -0.1%

14:10 豪 ロウRBA総裁　講演 - - -

15:30 日 黒田日銀総裁　記者会見 - - -

21:30 米 新規失業保険申請件数 - 259K 302K

21:30 米 フィラデルフィア連銀景況指数 9月 23.8 17.1

22:30 欧 ドラギECB総裁　講演 - - -

23:00 米 先行指数 8月 0.4% 0.3%

23:00 欧 消費者信頼感 9月 -1.2 -1.5

9月22日 3:30 米 イエレンFRB議長　記者会見 - - -

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

9月22日 8:50 日 対内・対外証券投資 - - -

16:30 独 マークイットPMI(製造業/サービス業/コンポジット) 9月 59.0/53.7/55.7 59.3/53.5/55.8

17:00 欧 マークイットPMI(製造業/サービス業/コンポジット) 9月 57.2/54.8/55.6 57.4/54.7/55.7

17:30 欧 ドラギECB総裁　講演 - - -

19:00 米 ウィリアムズ・サンフランシスコ連銀総裁　講演 - - -

22:30 米 ジョージ・カンザスシティ連銀総裁　講演 - - -

22:45 米 マークイットPMI(製造業/サービス業/コンポジット) 9月 53.0/55.7/- 52.8/56.0/55.3

9月23日 2:30 米 カプラン・ダラス連銀総裁　講演 - - -
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海外市場のﾄ゙ ﾙ円は､日銀会合後高値112.72まで上昇するも､112円台後半では売り意欲も強く､112.47ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は､ﾄﾗﾝﾌﾟ大統
領の｢北朝鮮に追加制裁をあたえる予定｣との発言が伝わり､ﾘｽｸ回避姿勢が強まると円買い優勢地合いとなりこの日の安値となる112.14ま
で下落｡しかし､軍事制裁ではないことが分かると米金利が下げ止まったことや､米8月先行指数が予想を上回ったことから112.45まで反発｡
その後も｢ﾒｲ首相､金曜日の演説で離脱後の移行期も単一市場ｱｸｾｽなどを引き換えにEUに予算を支払う意向｣とのﾍｯﾄ゙ ﾗｲﾝが伝わると､
ﾊｰﾄ゙ ﾌﾞﾚｸﾞｼﾞｯﾄ懸念の後退を背景にﾎﾟﾝﾄ゙ 円が大幅上昇したことから､ﾄ゙ ﾙ円も連れ高となり112.59まで上昇｡その後はﾕﾀﾞﾔ教新年祭のﾛｼｭ
ﾊｼｬｰﾅｰ(9月20日から9月22日)が行われていることもあり､市場参加者が少ない中で112円台半ばでの動意に欠ける推移が続き､112.49ﾚ
ﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡なお､NY時間午後に行われた日米首脳会談で｢北朝鮮友好国に関係見直し要請も｣との報道が伝わったが､市場の反応
は限定的となった｡一方ﾕｰﾛﾄ゙ ﾙは1.1904ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡堅調なﾕｰﾛ円､ﾊｰﾄ゙ ﾌﾞﾚｸﾞｼﾞｯﾄ懸念の後退を受けてﾕｰﾛﾄ゙ ﾙは1.1954まで上昇｡そ
の後も1.19台半ばでの底堅い推移が続き､1.1942ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡
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前日の米FOMC会合内容を背景としたﾄ゙ ﾙ買い優勢地合いが続く中､112円台前半で推移していたﾄ゙ ﾙ円は朝方から堅調推移し､東京時間
のﾄ゙ ﾙ円は112.55ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡日経平均が前日比ﾌﾟﾗｽ圏で寄り付くとﾄ゙ ﾙ円は更に上値を伸ばし一時112.64まで上昇｡日銀金融政策決定
会合では予想通り金融政策が据え置きとなるも､新任の片岡委員が2%の物価目標達成には現状の金融政策では不十分として反対したこと
が伝わると､ﾄ゙ ﾙ円は小幅に上下するも一時的な反応となりその後は112円台半ばでの横這い推移｡黒田日銀総裁による記者会見を控えた
様子見ﾑｰﾄ゙ の中､結局112.45ﾚﾍﾞﾙで海外へ渡った｡(東京15:30)
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ﾛﾝﾄ゙ ﾝ時間のﾄ゙ ﾙ円は112円台半ばで推移｡朝方は112.45ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝし､ﾛﾝﾄ゙ ﾝ午前8時前までにこの日の高値となる112.72まで上昇｡その
後は上値の重い展開となり､S&Pが中国の格付けをAA-からA+に引き下げるとの発表を受け一時的に円が買われ､ﾛﾝﾄ゙ ﾝ時間の下値となる
112.26まで下落｡その後米金利が小幅上昇する中､底堅い欧州株の動きに伴ってｸﾛｽ円も回復するとﾄ゙ ﾙ円も連れ高となり､112円台半ばま
で値を戻し結局112.47ﾚﾍﾞﾙでNYへ渡った｡ﾎﾟﾝﾄ゙ ﾄ゙ ﾙは1.34台後半から1.35ちょうど付近で方向感に欠ける展開｡朝方は1.3503ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟ
ﾝ｡ﾛﾝﾄ゙ ﾝ午前8時前にﾛﾝﾄ゙ ﾝ高値1.3514まで上昇し､その後しばらくは1.35ちょうどを挟んでもみ合い｡ﾛﾝﾄ゙ ﾝ時間中盤に米金利が小幅上昇す
る場面ではﾄ゙ ﾙも上昇し､この動きに押されﾛﾝﾄ゙ ﾝ下値1.3471まで下落し､1.3484ﾚﾍﾞﾙでNYへ渡った｡(ﾛﾝﾄ゙ ﾝﾄー ﾙﾌﾘｰ 00531 444 179 日比野)

昨日のドル円相場は、112円台前半から半ばでのレンジ推移。米国時間に発表された経済指標は総じて良好な

結果となったが、ドル円の反応は限定的。前日に上昇した米株がマイナス圏で寄付くとドル円も112円台前半まで

下落する場面も見られたが、米金利に底堅さが見られると値を戻し、112円代半ばまで水準を切り上げて東京時

間へ。本日のドル円相場もレンジでの推移が予想される。昨日の米株がマイナス圏でクローズしたことで、本邦

株式市場も利益確定売りが優勢となる展開が見込まれる中、ドル円も大きく水準を切り上げる展開は見込み辛

い。一方で、米金利は底堅さをみせており、下値も限定的なものと見込まれ、方向感の出にくい展開となろう。


